
 

 

 

 

 

原子力エネルギーと 

環境に対する負荷の軽減を考える 
 

 

主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 共催:新産業開発振興機構 

 

今回は、沼津工業高等専門学校より下記の内容でご講演いただきます。最先端研究の内容を知ると同

時に、研究者との交流も持っていただき、今後の企業活動等に活かしていただければと存じます。多数

のご来場をお待ちしております。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参 加 料  無料 （交流・懇親会参加者は 1,000 円: 軽食・飲物を用意いたします） 

  定  員    ３０人 

  申込方法  下記申込書にご記入のうえ Fax 又は Mail で申し込み下さい 

  事 務 局  静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、小堺） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-340-5117 mail:info2@nio-s.net 
※ 学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

※ 只今、クールビズ実施中ですので、どうぞ軽装でお越し下さい。 

※ 尚、申込書にご記入いただいた情報は、当日名簿として配布するほか、 

静岡商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事がありますことを、ご了承下さい。 
 

 

第６８回「産学官交流」講演会・交流会 申込書 ９月１６日(金)開催 

FAX 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名(役職) (        ) (        ) 

講 演 会 参加 ・ 参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・ 参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  T E L  

※ E - m a i l  ※ F A X  

 
※欄･･･今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail 案内とさせていただきます。FAX をご希望の場合は、「FAX 欄」のみご記入下さい） 

第６８回「産学官交流」講演会・交流会 沼津高専 

学  校   独立行政法人 国立高等専門学校機構 沼津工業高等専門学校 
 

開催日時   ９月１６日（金） 講演会 17:00～18:30  交流会 18:30～19:30 
 

会    場    講演会 静岡商工会議所清水事務所３階 静岡市清水区相生町 6-17 

交流会   同 上  ７階 産学交流サロン 
 

講 演 １   「 プラズマ対向壁間相互作用の研究～人工の太陽を～ 」  

電気電子工学科 准教授 西村賢治 氏 
 

講 演 ２   「 環境にやさしいドライミスト冷却システム 」  

機械工学科 教授 手塚重久 氏 

 

 
本会には、宝くじ

収益金の一部が使

用されています 



講演１．「 プラズマ対向壁間相互作用の研究～人工の太陽を～ 」 

   沼津工業高等専門学校 電気電子工学科 西村賢治 准教授 

Keywords ：自然エネルギー、発電システム 

現在の発電システムは主に化石燃料を使っていて、このペースで使い続けると、そう遠くない 

うちに資源が枯渇すると言われている。原子力も例外ではなく、百年以内にウラン燃料は枯渇 

すると言われている。今後も増え続けるエネルギー需要に対して、エコロジーという観点から、 

自然エネルギーへの注目が高まっている昨今、福島原発の事故によって、クリーンな発電システムがより一層求め

られるようになったが、一層求められる既存の発電システムを代替できるようなものはまだ確立していない。 

しかし核融合が実現できれば、枯渇の心配がなく、比較的クリーンな発電システムを構築できる。これは太陽で起

きている現象と同じなので、実現できれば人工の太陽を作ったことになる。この装置を作成するための材料評価、さ

まざまな素過程を追跡するシミュレーションプログラムの開発を行い、適切な構造と材質の評価を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演２．「 環境にやさしいドライミスト冷却システム 」  

沼津工業高等専門学校 機械工学科 手塚重久 教授 

Keywords ：ドライミスト、ヒ－トアイランド、なごミスト 

近年、都心の気温が郊外に比べ高くなるヒ－トアイランド現象が問題視されている。 

東京ではこれにより、年平均気温がこの 100 年間で 2℃上昇し、熱帯夜が年間 30 日を越 

えるようになってきた。原因としては、都市化による道路・建物など人工被覆面の拡大、エアコ 

ンや車などから出る人工排熱の増加などがあげられている。対策として、植物・樹木による都市緑化、高反射率塗

装、環境緩和型舗装などが考えられているが、最近ドライミスト®冷却が注目されてきている。ドライミスト冷却とは、

水を蒸発しやすい微細なミストの状態で噴霧し、気化熱によりその空間を冷却するシステムで、ミストの粒径を 10～

30μ m にすれば、噴霧直後に気化し、周囲が濡れないことから 、｢ドライミスト」と呼ばれている。これにより、屋外

で気温を、2～3℃下げることが可能で、エネルギー消費がエアコンの 1/20 程度と言われ、外部への排出熱がない 

環境にやさしい現代の”打ち水”といえる。講演では、ドライミスト冷却の原理を説明し、試作した冷却システムを紹

介する。 

（注）「ドライミスト」は能美防災㈱の登録商標。 
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ドライミスト冷却システム 

 


